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磁石の種類 0 0．1 0．2 0．3 0．4 0．5 1．0 1．5 2．0 2．5
垂　　　直
大小 379．2
R15．0
172．3
P36．7
112．8
W6．5
792
T9．7
59．2
S2．0
45．3
R1．8
13．7
W．8
4．7
Q．5
水　　　平
大小 114．0
U3．0
なった．次に，水平方向についてみると，磁石と
キーパーが接触している状態でのみ，大きいサイ
ズのほうは114．Og，小さいサイズのほうは63．Og
を示した．ケルバー10〕は，コーヌステレスコープの
維持力は，500～1000gが適当としているが，この
ことから考えると，コーンタイプのダブルクラゥ
ンを利用するとき，この磁石の垂直方向の吸着力
は，十分に補助的維持力として利用できる可能性
があると判断できた．
　私たちは，偶々コーヌスクローネを応用した可
撤性ブリッジに，補助維持装置としてマグネデン
ト⑧が応用可能と考えられた症例を得たので，維
持装置としての併用を試みた．
症 例
　患者：27才，男性
　主訴：「弱］欠損による咀噌障害
　既往歴：特記すべき事項なし
　現症：初診時の口腔内（図5）は，主訴部であ
る，百に欠損がみられ，この部の顎堤は大きく
陥凹していた，また，『 iは残根状態で，咬合時に
は対合歯が接し，－65］部も対合歯とのクリアラン
スは十分に認められず，反対側「5『部に比べて，
上顎歯（pmブリッジ）の下顎方向への
やや強い突出がみられた．
　－ii4Gi－1は，根管充填後2ケ月を経た失活歯で，　X
線写真（図5）からは，歯牙及び歯周組織とも，
支台歯としての要件を欠く程の異常は認められな
かった．また，咬合痛などの自覚症状もなく，打
診（一），動揺度Moで，総合的にみて，支台歯と
して，十分な咬合力負担能力があると判断できた．
その他の口腔内所見は，LIPt＠と1④丁⑥「にブ
リッジが装着されており，また，Lszと匡に歯冠
補綴物，修復物が装着されているが，特記すべき
異常は認められなかった．
（A）
（B）
＼’
＼
　　　　　　　　　　（C）
図5：初診時
　（A）口腔内写真：主訴部の咬合面観（’7’＝’31）
　（B）ロ腔内写真：咬頭嵌合位での主訴部（〔司）
　（C）X線写真　左：「n　右：珂
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　処置方針：以上の診査資料をもとに，患者の強
い審美的要求（クラスプデソチャーを忌避）を配
慮し，’6－51欠損部に対する可撤性ブリッジの応
用を検討した．
　まず，補綴物製作に際して，クリァランスの確
認をしたところ，非補綴側に比べて，補綴側の対
合歯列（』」ブリッジ）が遠心方向に向
かうに従って低下し，クリアランスの確保ができ
ない状態であった．そこで，対合するWW
ブリッジを修正すれば，クリアランスの増加があ
る程度可能なことから，非補綴側のスピーの膏曲
を参考として同部を修正した．それにより閲の
十分な支台歯高径を得ることができたが，－if’Pにつ
いては，なお十分な支台歯高径を得ることができ
ず（支台歯高径約LOmm），コーヌスクP－＊O
みでは十分な維持力を得られないと考えられた．
従って一iについては，手元にあったマグネデン
ト⑧を，補助維持装置として使用することにより，
維持力の増加を期待し，これを応用すればコーヌ
スクローネを主維持装置とする可撤性ブリッジが
適応できると判断し，これを行うことにした．
　処置内容：まず対合するWWのブリッ
ジを反対側の咬合平面を参考とし，図6のように
歯冠高径を低くし，対合歯との，クリアランスの増
加をはかったのちに，下顎主訴部の⑦百一5’（ll5Gl1
を補綴することにした（図7に処置後の⑦一6．IPt
③1と，対合歯とのクリアランスを示す．）
　通法にしたがって，内冠（コーヌス角6つを製
作したが「司については，マグネデント⑧とキー
パーが密着することを必要とするため，コアーを
そのまま内冠とすることにした．マグネットの位
置決定については，ネイ社製サーベーヤーを用い，
模型上で行った（図8）．なお使用したマグネデン
ト⑧は，吸着力の大きいほうを用いた．
　磁石の内冠への固定は，磁石が熱に弱く，加熱
すると磁気が消失してしまうので，内冠鋳造後に
　　　　　①　　　　一一→　　　②
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　　　　　　　　　　③／
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　　　　　　　　　　　　　　　ダブル・クラウン
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　マグネデント⑱・磁石
　　　図6：治療順序
　　　　　①：術前
　　　　　②：スピー弩曲の訂正
　　　　③：可撤性架工義歯の製作，装着
図7：スピー弩曲訂正後の対合歯列（⑦6⑤4③Dとの
　　クリアランス
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図8　間接模型上でのマグネデント⑪の位置決定 図9　外冠へのキーパーの固定
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接着性レジンを用いて固定した．その後，内冠を
口腔内に試適し，ピックアップ印象を施したのち，
作業用模型を製作し，外冠を作製した．¶の外冠
内面には，内冠部に固着した磁石に対応するキー
パーが固定してある．固定は，内冠同様接着性レ
ジンを用いて行った（図9）．
　図10に装着直後の状態を示す．審美的に回復さ
れ，機能回復も十分にできており，患者は満足し
ていた．
経過観察と考察
　図11は，装着後1ケ月を経過した状態である．
ブリッジ装着時の異和感はなく，適合状態も良好
であった．また，機能時に，脱落動揺もなく，審
美的にも回復され，患者は満足な状態で使用して
いた．
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　図12に，装着後12ケ月の状態を示す．支台歯の
状態，装着感および維持力に変化はみられなかっ
たが，僅かにキーパーの腐蝕を認めた（図13）．磁
石については異常は認められなかった．
　これらの経過を含めて，本例に用いたマグネデ
ント⑧を考察すると，まず磁石のサイズが大きす
ぎるために，これを収容するスペースの確保が困
難であったこと．さらには，磁石とキーパーの間
の距離が離れてしまうと吸着力が減少してしまう
ため，磁石およびキーパーをレジン等で被覆でき
ず，ロ腔内に，直接露出させてしまっていること
などに問題点を残しているように思われた．更に，
僅かではあるがキーパーに腐蝕を生じていること
から，マグネデント⑧の口腔内での安定性や，吸
着力の変化があるか否かについても，観察して行
く必要があると思われた．
図10：装着直後の口腔内写真
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図11：装着後1ケ月の口腔内写真
⑧
㈲
図12：装着後12ケ月
　　（A）　n腔内写真
　　⑧X線写真左：可　右：珂
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（A） （B）
図13　キーパーの腐蝕
　　くA）キー　．R　一の腐蝕（矢印）
　　（B）マグネデント⑧の状態
お　わ　り　に
　磁性合金（マグネデント⑧）を使用することに
よって，維持力に不安の残る可撤性架工義歯の維
持力を増強でき，臨床応用することができた．ま
た装着1ケ月後及び12ケ月後の経過観察では，ブ
リッジ全体の維持力の変化は認められなかった
が，キーパーに僅かな腐蝕を認めた．
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